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当選者：192名

本キャンペーンにご参加・ご応募
頂き、ありがとうございました。
今後も益々のご愛顧のほど、よろ
しくお願い申し上げます。

　

昨
年
か
ら
、
根
室
で
初
め
て
の
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
営
に

よ
る
「
こ
ど
も
食
堂
」
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。「
じ
ぃ
〜
ん
こ

ど
も
食
堂
」
の
名
前
の
由
来
は
開
催
場
所
で
あ
る
根
室
別
院
と

い
う
寺
院
で
あ
り
、
根
室
の
「
人
」
に
よ
っ
て
心
に
染
み
入
る

や
さ
し
さ
の
「
感
動
」
と
温
か
い
心
の
「
遺
伝
子
」
が
じ
ぃ
〜

ん
と
広
が
っ
て
い
く
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
域
の
住

民
が
集
い
、
食
事
を
通
し
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
繋
が
り
を

深
め
、
住
民
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

事
が
目
的
で
す
。

　

根
室
支
所
で
も
職
員
が
有
志
で
本
活
動
に
参
加
し
、
地
元
食

材
の
提
供
や
運
営
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
食
事
の
料
金
は
、
大

人
３
０
０
円
、
子
供
は
中
学
生
以
下
が
１
０
０
円
と
な
っ
て
お
り
、
受
付

で
食
券
を
購
入
し
メ
イ
ン
料
理
１
品
と
デ
ザ
ー
ト
が
付
き
、
水
や
お
茶
、

牛
乳
な
ど
を
無
料
提
供
し
て
い
ま
す
。
11
月
24
日
の
開
催
に
は
、
明
郷
伊

藤
☆
牧
場
の
短
角
和
牛
の
肉
を
提
供
し
、
牛
丼
と
フ
ル
ー
ツ
ヨ
ー
グ
ル
ト

を
用
意
。
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ
り
大
盛
況
で
し
た
。

　

ま
た
、
新
根
室
プ
ロ
レ
ス
の
ア
ン
ド
レ
ザ
・
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
の

妻
「
テ
ィ
ン
テ
ィ
ン
」
も

来
場
し
、
警
察
官
に
よ
る

楽
器
の
演
奏
会
な
ど
も
行

い
、
子
供
達
も
一
緒
に
歌

い
踊
り
な
が
ら
楽
し
み
、

新
し
い
地
域
の
交
流
の
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。

根室市民ボランティア活動

じ
ぃ
〜
ん
こ
ど
も
食
堂

じ
い
ん



3

●募集人数10名程度 ●男女共学 ●1カ年、全寮制 ●満24歳未満（平成31年4月1日現在）
●大学卒及び見込、短大・専門学校及び見込、高校卒及び見込
●試験日:2月15日 ●願書受付:1月15日～2月4日消印有効 ●学校見学もできます

平成31年度第2次学生募集

TEL 011-386-7502（JAカレッジ 学生部）

（平成30年度52/52）

令
和
元
年
度
和
牛
「
連
産
牛
及
び
高
等
登
録

雌
牛
系
統
」（
株
）
井
出
牧
場
が
授
与
。

　

12
月
19
日
、
20
日
に
札
幌
市
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
に
て
、一
般
社
団
法
人
北
海
道
酪
農
畜
産
協
会
主

催
に
よ
り
、「
令
和
元
年
度
和
牛
振
興
委
員
研
修
会
」
が
開

催
さ
れ
、
全
道
よ
り
234
名
が
参
加
し
、
そ
の
中
で
各
表
彰

の
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
上
春
別
支
所
管
轄
の
、
㈱
井
出
牧
場
（
代
表　

井
出
功
一
郎
氏
）
所
有
の
黒
毛
和
種
繁
殖
雌
牛
「
れ
も

ん
」
号
、
平
成
19
年
11
月
７
日
生
が
10
産
し
て
、
そ
の
す

べ
て
の
分
娩
間
隔
が
365
日
以
内
と
い
う
成
績
で
、「
連
産

牛
表
彰
」
さ
れ
ま
し
た
。

　

又
、
同
農
場
に
て
３
代
に
渡
り
高
等
登
録
さ
れ
た
本
牛

「
く
ら
ら
」
号
（
平
成
25
年
５
月
７
日
生
）、
１
代
祖

「
き
ら
ら
１
」
号
（
平
成
23
年
５
月
12
日
生
）、
２
代
祖

「
き
ら
ら
」
号
（
平
成

21
年
７
月
15
日
生
）
が
、

別
海
町
よ
り
初
め
て

「
高
等
登
録
雌
牛
系
統

表
彰
」
を
併
せ
て
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
元
年
度
乳
牛
改
良
講
習
会

　

11
月
25
日
（
月
）
根
室
支
所
に
お
い
て
乳
牛
改
良
同
志

会
根
室
支
部
【
令
和
元
年
度
乳
牛
改
良
講
習
会
】
を
、
十

勝
畜
産
貿
易　

取
締
役
営
業
部
長　

高
木　

英
一
氏
を
招

き
『
海
外
の
著
名
な
ペ
テ
ィ
グ
リ
ー
に
つ
い
て
』
と
題
し

て
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

内
容
と
し
て
は
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
シ
ョ
ウ
お
よ
び

ロ
ー
ヤ
ル
ウ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ア
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
共

進
会
に
お
い
て
は
上
位
の
牛
の
み
な
ら
ず
下
位
の
牛
に
も

良
い
牛
が
多
く
出
品
さ
れ
て
お
り
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進

会
が
い
か
に
現
状
審
査
（
そ
の
時
の
状
態
に
よ
り
序
列
を

決
定
し
て
い
る
）
に
重
き
を
置
い
て
い
る
現
状
に
あ
る
と

い
う
こ
と
や
、
海
外
の
著
名
な
牧
場
で
の
受
精
卵
の
買
い

付
け
方
法
及
び
改
良
に
お
け
る
ゲ
ノ
ム
の
有
効
性
、
ま
た

Ａ
２
ミ
ル
ク
に
関
す
る

こ
と
等
を
雑
談
を
交
え

な
が
ら
講
演
し
て
頂
き

ま
し
た
。
短
い
時
間
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
国

内
外
で
仕
事
を
し
て
い

る
方
の
考
え
方
や
情
報

を
聴
く
こ
と
が
で
き
た

貴
重
な
時
間
で
あ
り
ま

し
た
。
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●
11
月
12
日（
火
）

　

14
時
50
分
〜
16
時
40
分

◯
女
性
農
業
者
の
組
合
員
加
入
促
進

　

に
向
け
た
先
進
Ｊ
Ａ
訪
問

　

令
和
元
年
11
月
１
日
に
旧
Ｊ
Ａ
湘

南
と
Ｊ
Ａ
い
せ
は
ら
が
合
併
し
、
合

併
間
も
な
い
新
生
Ｊ
Ａ
湘
南
は
、
神

奈
川
県
伊
勢
原
市
に
本
所
を
置
き
、

正
組
合
員
の
減
少
・
高
齢
化
に
よ
る

組
織
基
盤
強
化
の
為
、
女
性
正
組
合

員
加
入
促
進
に
よ
る
Ｊ
Ａ
運
営
へ
の

参
画
に
先
進
的
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
運
営
へ
の
参
画
に
於
い
て
は
、

組
織
基
盤
強
化
に
向
け
た
方
策
と
し

て
、
総
代
会
へ
の
登
用
・
理
事
又
は

参
与
へ
の
登
用
・
各
種
委
員
会
等
の

構
成
員
へ
の
登
用
と
い
っ
た
役
員
等

へ
登
用
す
る
仕
組
み
を
整
備
し
、
女

性
正
組
合
員
加
入
促
進
運
動
で
は
、

50
〜
60
代
を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

正
組
合
員
家
族
の
正
組
合
員
化
を
図

り
、
各
店
舗
別
で
作
物
別
専
門
部
会

員
、
女
性
部
部
員
、
農
協
大
学
受
講

者
へ
の
加
入
推
進
を
実
施
。
各
店
舗

一
律
2
名
の
女
性
総
代
増
員
を
重
点

目
標
に
掲
げ
運
動
し
た
結
果
、
運
動

前
は
総
代
定
数
533
名
の
う
ち
女
性
が

75
名
で
し
た
が
、
展
開
後
は
20
名
増

加
し
た
94
名
と
な
っ
て
お
り
、
成
果

と
し
て
女
性
理
事
は
現
在
4
名
登
用

さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
今
後
の

加
入
促
進
運
動
の
参
考
に
し
て
行
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

●
11
月
13
日（
水
）

　

9
時
20
分
〜
11
時
20
分

◯
農
林
中
央
金
庫
と
の
意
見
交
換
会

（
中
央
情
勢
報
告
）〜

　

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
統
括
部　

篠
田
副
部
長
よ
り

　

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
中
期
戦
略
は
、
平
成

16
年
か
ら
3
年
毎
に
見
直
し
て
お
り
、

現
在
6
次
目
の
中
期
戦
略
。
本
来
の

協
同
組
合
の
理
念
と
し
て
、
貯
金
を

お
預
か
り
し
て
地
域
の
資
金
を
必
要

と
さ
れ
て
い
る
方
に
融
通
さ
せ
る
こ

と
が
協
同
組
合
の
理
念
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
金
融
仲
介
機
能
の
発
揮
を
改

め
て
し
っ
か
り
行
な
う
こ
と
を
疎
か

に
し
て
い
な
い
か
な
ど
、
規
制
改
革

会
議
で
言
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　

資
金
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
て
お
り
、

「
ロ
ー
ン
な
ど
資
金
使
途
を
定
め
な

い
ロ
ー
ン
は
な
い
の
か
」、「
Ａ
Ｔ
Ｍ
、

ネ
ッ
ト
バ
ン
ク
だ
け
で
借
り
ら
れ
な

い
の
か
」
と
の
意
見
も
多
く
な
り
、

以
前
の
様
に
窓
口
に
来
店
す
る
形
態

か
ら
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
共
済
の
貯

蓄
性
の
商
品
も
扱
い
づ
ら
く
、
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
進
展
な
ど
に
よ
り

現
金
そ
の
も
の
の
利
用
が
少
な
く
な

っ
て
き
て
お
り
、
店
舗
の
機
能
は
ど

ん
ど
ん
変
化
し
て
行
く
も
の
と
思
わ

れ
る
。
信
用
・
共
済
収
支
の
高
い
所

ほ
ど
、
業
務
を
効
率
化
し
な
い
と
生

き
残
れ
な
い
た
め
、
店
舗
統
廃
合
・

フ
ル
サ
ー
ビ
ス
店
舗
を
集
約
す
る
な

ど
、
様
々
な
対
応
を
考
え
て
行
か
な

く
て
は
な
ら
な
く
、
現
場
の
組
合
員

の
声
を
反
映
さ
せ
て
い
く
事
が
重
要
。

（
意
見
交
換
）

Ⅰ
全
国
の
Ｊ
Ａ
か
ら
集
ま
っ
た
資
金

　

の
運
用
状
況
は
。

　

資
金
に
つ
い
て
は
、
103
〜
104
兆
円
。

信
連
を
通
じ
系
統
の
皆
様
か
ら
は
60

兆
円
ほ
ど
お
預
か
り
し
て
お
り
、
そ

の
大
半
の
40
兆
円
は
農
林
中
金
が
外

貨
を
借
り
て
き
て
い
る
。
日
本
国
債

は
低
金
利
な
た
め
、
国
債
分
散
投
資

と
言
う
名
の
下
で
海
外
へ
の
投
資
を

行
な
っ
て
お
り
、
景
気
の
良
い
米
国

へ
の
投
資
が
中
心
で
各
国
、
各
金
融

機
関
も
同
様
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

Ⅱ
大
手
銀
行
・
農
林
中
金
も
国
際
シ

　

ス
テ
ム
上
、
重
要
な
金
融
機
関
と

　

し
て
ジ
ー
シ
ブ
ス
に
指
定
さ
れ
て

　

い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
Ｊ

　

Ａ
の
金
融
部
分
に
お
い
て
ど
の
よ

　

う
な
影
響
が
あ
る
の
か
。

　

ジ
ー
シ
ブ
ス
（
G

－

S
I
B
S
）

に
つ
い
て
は
、
農
林
中
金
は
ま
だ
指

定
さ
れ
て
い
な
く
、
日
本
で
は
大
手

3
行
（
み
ず
ほ
・
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
・
三

井
住
友
）
が
指
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

農
林
中
金
は
制
度
的
に
破
綻
処
理
が

想
定
さ
れ
て
お
ら
ず
制
度
的
に
ど
う

整
理
す
る
か
、
当
局
と
制
度
面
の
整

備
を
す
る
こ
と
で
相
談
・
議
論
し
て

い
る
段
階
で
す
。

役
員
道
外
視
察
研
修
報
告

昨
年
11
月
12
日
か
ら
14
日
ま
で
の
日
程
で
役
員
18
名
、
職
員
３
名
参
加
に
よ
る
関
東
方
面
へ
の
視
察
研
修
を
実
施

し
ま
し
た
。
各
視
察
先
の
概
要
等
に
つ
い
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。
（
報
告
者
：
西
春
別
支
所
長　

長
谷
川
敏
彦
）



役員研修の様子

Ⅲ
准
組
合
員
事
業
利
用
規
制
等
、
農

　

協
法
の
見
直
し
が
進
め
ら
れ
て
お

　

り
ま
す
が
、
わ
か
る
範
囲
内
で
お

　

教
え
願
い
た
い
。

　

農
協
法
が
変
わ
り
5
年
後
の
見
直

し
が
来
年
と
さ
れ
、
利
用
状
況
調
査

を
行
な
っ
て
お
り
、
貯
金
・
貸
出

金
・
共
済
・
経
済
事
業
に
つ
い
て
は
、

正
組
合
員
の
利
用
が
准
組
合
員
よ
り

多
い
で
す
が
、
貸
出
だ
け
は
住
宅
ロ

ー
ン
比
率
が
高
い
こ
と
か
ら
、
准
組

合
員
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
お
り
ま

す
。
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
貸
出
強
化
に
つ
い

て
、
組
合
員
に
向
け
て
金
融
サ
ー
ビ

ス
を
し
っ
か
り
提
供
し
て
い
く
こ
と

を
通
じ
て
、
い
か
に
Ｊ
Ａ
が
地
元
に

無
い
と
困
る
の
か
と
言
っ
た
意
見
が

大
事
で
あ
り
、
日
頃
の
政
策
の
実
践

を
通
じ
地
道
に
や
っ
て
い
く
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

Ⅳ
C
L
O
債
権
に
つ
い
て
、
農
中
は

　

か
な
り
高
額
な
部
分
を
投
資
し
て

　

い
る
と
言
う
こ
と
で
リ
ス
ク
を
懸

　

念
す
る
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
が
、

　

状
況
も
合
わ
せ
て
説
明
願
い
た
い
。

　

C
L
O
は
、
一
般
企
業
向
け
に
貸

出
し
て
い
る
貸
付
債
権
（
ロ
ー
ン
）

を
裏
付
け
資
産
と
し
て
発
行
す
る
証

券
化
商
品
（
ロ
ー
ン
の
元
利
金
を
担

保
に
し
て
発
行
さ
れ
る
債
権
）
と
し

た
投
資
商
品
で
あ
り
、
残
高
規
模
で

7
〜
8
兆
円
規
模
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
貸
出
先
の
借
り
手
が
大
丈
夫
か
、

そ
こ
に
投
資
す
る
農
林
中
金
は
大
丈

夫
か
と
言
う
と
こ
ろ
で
貸
出
の
と
こ

ろ
で
証
券
化
す
る
際
、
貸
出
額
に
対

し
て
返
済
の
順
位
が
あ
り
、
優
先
的

に
償
還
さ
れ
る
と
き
に
投
資
家
に
ど

の
よ
う
に
分
配
す
る
か
優
先
順
位
が

つ
い
て
お
り
、
順
位
に
応
じ
外
部
格

付
け
が
付
い
て
い
る
の
が
商
品
の
性

格
で
、
償
還
順
位
に
懸
念
が
な
い
か

ど
う
か
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
り
、
農
林

中
金
と
し
て
現
在
保
有
し
て
い
る
も

の
に
つ
い
て
懸
念
が
あ
る
と
の
認
識

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
う
し
た
報
道

の
事
実
は
あ
り
ま
す
の
で
皆
様
方
に

ど
の
よ
う
に
お
伝
え
す
る
か
引
き
続

き
課
題
と
し
て
持
ち
た
い
。

●
11
月
13
日（
水
）

　

12
時
30
分
〜
15
時
30
分

◯
企
業
の
倉
庫
在
庫
管
理
等
改
善

　

の
手
伝
い
を
サ
ポ
ー
ト

　

千
葉
県
市
川
市
に
あ
る
ト
ヨ
タ
L

＆
F
カ
ス
タ
マ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー
東
京

は
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
製
造
を
始
め
、

企
業
の
倉
庫
在
庫
管
理
等
改
善
の
お

手
伝
い
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
企
業
。 　

講
習
で
は
、
講
師
の
川
原
エ
ン
ジ

ニ
ア
ス
タ
ッ
フ
よ
り
、
ト
ヨ
タ
方
式

４
S
（
整
理
・
整
頓
・
清
掃
・
清

潔
）
＋
躾
の
５
S
活
動
に
つ
い
て
製

造
・
物
流
だ
け
で
な
く
、
そ
の
考
え

方
は
様
々
な
場
面
に
適
用
で
き
る
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ト
ヨ
タ
生
産
方
式
（
T
P
S
）
の

基
本
思
想
は
、
徹
底
し
た
ム
ダ
取
り

に
よ
り
原
価
低
減
を
図
り
、
儲
け
る

た
め
の
生
産
方
式
で
「
悪
さ
」
を
あ

え
て
知
ら
せ
、
表
に
出
す
こ
と
で
改

善
に
つ
な
げ
、
臭
い
も
の
に
蓋
を
す

る
と
問
題
点
が
見
え
ず
、
改
善
ニ
ー

ズ
を
感
じ
な
い
事
に
な
る
た
め
、
臭

い
も
の
を
元
か
ら
正
す
と
言
う
思
想

で
あ
る
と
の
事
。

　

講
習
後
は
施
設
内
に
お
け
る
商
品

の
使
用
頻
度
・
間
仕
切
り
・
保
管
ル

ー
ル
等
の
徹
底
さ
れ
た
現
場
を
実
際

に
見
学
し
、
視
察
を
終
え
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
で
も
購
買
店
舗
や
倉
庫
の

在
庫
管
理
に
於
い
て
有
効
だ
と
感
じ

ま
し
た
し
、
業
務
の
効
率
化
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
行
け
れ
ば
と
考
え
ま

す
。
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外国人技能実習生や農業支援外国人受入農場の皆様へのお願い
～海外から口蹄疫、アフリカ豚コレラ、鳥インフルエンザなどの

病気を侵入させないために～

外国からの国際郵便に関する動物検疫のお知らせ

母国のご家族等が発送する国際郵便の中に、輸入禁止の肉製品等が
入っている可能性があります。

中国、ベトナムなど、口蹄疫、アフリカ豚コレラ、鳥インフルエンザ等の
発生地域からの生肉、加工・調理・加熱した肉、ハム・ソーセージ等の
肉製品は法律で輸入が禁止されており、国際郵便でも持ち込めません。

輸入検査を受けずに畜産物を持ち込んだ場合は、3年以下の懲役または
100万円以下の罰金が科せられます。

国際郵便の例 禁止品の例

・国際郵便が届いたら、肉製品等が入っていないことを外国人技能実習生
　等に確認するようお願いします。
・母国のご家族等が肉製品等を送らないように、
　外国人技能実習生等に周知してください。
・動物検疫所による、「検疫済」「検査済」のスタンプが
　押されていない郵便物内に、肉製品等が入っていた
　場合は、速やかに下記までお知らせください。

このため

※検査を受けた郵便には
　スタンプが押されています。

スタンプの見本

農林水産省 動物検疫所
北海道・東北支所  検疫課
北海道千歳市美々 新千歳空港国際線ターミナルビル
TEL：0123－24－6080　FAX：0123－24－6091

北海道根室家畜保健衛生所
TEL：0153－75－2439
TEL：090－9524－7912（緊急時）
FAX：0153－75－2737



ＢＨＢを活用した潜在性ケトーシスの
早期発見と対策について

１ 潜在性ケトーシスの指標としてのＢＨＢ
　ケトーシスはエネルギーバランスが崩れた結果、乳量低下や牛体の削痩、重篤化すると新たな周産期病の
発症や繁殖性を悪化させるなど、酪農経営に悪影響を及ぼす周産期病です。ケトーシスは血中のＢＨＢ（ケ
トン体）の増加により発症しますが、リスクを軽減するためには、早期すなわち「潜在性ケトーシス」段階
での発症牛の特定と対策を行う必要があります。現在、（一社）北海道酪農検定検査協会では牛群検定Web
システムＤＬ上で乳検実施農場を対象にＢＨＢ情報の提供を行っており、ＢＨＢが0.13mmol以上の牛を
「潜在性ケトーシス牛」として特定できます。したがって、ＢＨＢ情報の活用により潜在性ケトーシス牛を
特定し、新たな周産期疾病や繁殖障害を予防することが期待できます。

２ ＢＨＢ（ケトン体）が増加する主な要因

３ ＢＨＢ情報の活用例～産次別の潜在性ケトーシス発生状況を踏まえた対策
（１）周産期対策レポート
　図２の帳票では一頭ごとの生産データが
確認できます。特に、今乳期中の高ＢＨＢ
牛には＊印が記されるため、潜在性ケトー
シス牛の特定が可能です。
（２）分娩実績サマリー
　図２に加え、図３の帳票をあわせてみることで、農場全体の産次別の高ＢＨＢ牛の発生状況把握と発生要
因の推測が可能です。高ＢＨＢ牛（潜在性ケトーシス牛）は３産以上のみでの発生となっています。産次別
の発生要因は表１のとおりですが、３産以上の発生の主な要因として、分娩前（乾乳期）に十分飼料摂取で
きていないことなどが考えられます。主な対策としては①移行期の管理の見直し、②分娩前までに乳房炎や
蹄の治療をしっかり行うことが必要です。

図２　周産期対策レポート（個体）帳票（一部抜粋）

図１　ケトーシス群と健康群の血中ＮＥＦＡ
　　　の変化（2009静岡畜研　一部改変）

図３　分娩実績サマリー（産次別）帳票（一部抜粋）

表１　潜在性ケトーシスの産次別の発生要因

要因１　泌乳前期のエネルギー不足　
　分娩～泌乳前期には、乳牛がエネルギー不足を補うため、体脂肪
は遊離脂肪酸（以下、ＮＥＦＡ）に変化しますが、これを肝臓で処
理することでＢＨＢなどのケトン体が発生・蓄積します。
　ケトーシス牛は正常牛にくらべ、分娩直前からＮＥＦＡが急増す
るため（図１）、この期間のエネルギー充足を図る必要があります。
要因２　不良発酵サイレージの給与
　泌乳期全般をとおし酪酸発酵の多い低品質サイレージを給与した
場合、ＢＨＢが上昇します。
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酪農業における農作業事故の特徴について
～平成30年度農作業事故報告書より～

乳牛グループ　研究主幹　堂腰　顕

給餌機の修理中、ショベルローダーと給餌機の間に
挟まれた

　修理作業中に突然機械が動き出し、挟まれる・巻き込まれる事故が多く発生してい
ます。修理時は動力・エンジンを停止する他、車止めやショベルローダーのバケットの
油圧ロックなど、安全を確保してから作業する必要があります。

　平成30年度農作業事故報告書（https://agr-anzen.jimdo.com/）では、酪農場において4件の
死亡事故が報告されています。これまで発生した死亡事故を例に、酪農場における事故防止対策を考え
ましょう。

事故報告①

牧草ロールをミキサーフィーダで裁断中に誤って
はしごから転落し、機械に巻き込まれた

　牧草や糞尿などが詰まって動作が停止した機械は、取り除いた瞬間に機械が動き出
して巻き込まれたり、その反動でバランスを崩して転倒することがあります。トラブル
時の作業手順を整備する他に、防止柵や安全帯等を設置・装備するなど、転倒・巻き込
まれ事故を防ぐ措置も必要です。

事故報告②

牛舎内にて搾乳中に腹部を蹴られた

　初産牛など臆病な牛について、事前に搾乳作業者どうしで共有し、その牛に印をつ
けるなどして注意できるようにする必要があります。また、牛床が破損している、誘導
柵がない、暗すぎることなど牛舎施設の不備も事故と関係しているため、牛にとって快
適で安全に作業できる環境整備も必要になります。

事故報告③

【酪農場における事故防止のポイント】

これまでのヒヤリ・ハット体験を家族・従業員間で共有し、事故が起こり
やすい場所・問題点を把握しましょう。

①

機械の点検・修理、牛を移動させる作業は２人以上で実施するなど、万が
一の事故にも素早く対応できるようにしましょう。

②

故障が多い機械の修理や牛舎内の危険な場所の改修、搾乳・移動作業に問
題がある牛については淘汰を検討しましょう。

③



【経営科】校内実績発表大会を開催
　１１月１９日（火）、本校を会場に校内実績発表大
会を開催しました。この大会は農業クラブ事業の一つ
で、各専攻班のプロジェクト学習の成果を発表するも
のです。北海道開発局根室農業事務所所長 高田敏彦様、
根室農業改良普及センター主任普及指導員　淺石斉様、
中春別農業協同組合営農課長 天野拓弥様、別海高校農
業クラブOB会 小椋忠男様を審査員に迎え、飼料作物
研究班、資源循環研究班、動物バイオ研究班、乳製品
加工班の４班が発表を行いました。
　ライ麦を利用した高品質
粗飼料生産の研究や体外受
精技術に関する内容など、
どの班も地域農業の課題を
取り上げた発表内容となっ
ており、審査員の方からは
「どの発表も地域の特性を
活かしたプロジェクトであり、よくまとめられ好感が
持てた。」とのアドバイスを頂きました。
　今後本校より選抜された専攻班は１月１６、１７日
に中標津町で開催される東北海道大会へ出場します。
結果は以下のとおりです。
【最優秀賞】飼料作物班
　「高品質粗飼料の生産を目指して～別高初！ライム
　　ギを活用した飼料戦略～」
【優秀賞】資源循環班
　「消化液を使った水耕栽培パートⅢ｣
【優秀賞】乳製品加工班
　「おいしいチーズを伝えたい～酪農郷別海からチー
　　ズのある暮らしの普及と発信～」

【経営科】食品衛生責任者登録
　酪農経営科２年生と３年
生が１０月に中標津町で行
われた食品衛生責任者講習
会を受講し、食品衛生責任
者として登録されました。
　酪農経営科では食品製造
や食品加工の授業も積極的
に行われており、食品関連
の進学や就職を目指す生徒
も増えてきています。生徒
からは「講習をとおして、
食品衛生への意識が高まっ
た。今後資格を活かして活躍したい」との声も聞かれ
ました。

【専攻科】修了研究活動発表会実施
　１１月２８日（木）２年目学生による修了研究活動
発表会が実施されました。
　今年度は、「光合成菌の制菌効果で糞尿臭を減少～
酪農のイメージ向上を目指して」、「搾乳牛の関節炎や
疾病を減らすためには」、「大きく育てよう」、「和牛と
乳牛生産の両立」と題して４課題の発表がありました。
　１つ目の課題では光合成
菌を飼養環境下に散布し、
臭気の減少・ハエなどの害
虫増減などを調査し、検
証・発表しました。２つ目
の課題では搾乳牛の蹄病や
関節炎などの予防から生乳
生産量の向上を目的とし、蹄浴や牛床資材の見直しな
どによって、どの程度効果があるのかを検証・発表し
ました。３つ目の課題では、哺育段階での飼養環境、
初回種付け月齢の改善を目的とし、適切な哺乳量と成
長過程について検証・発表しました。４つ目の課題で
は質の高い和牛の牛群作りを目指すために、哺乳量・
粗飼料・添加物の種類・給与方法の変化による影響に
ついて検証・発表しました。
　関係機関から当日来校して頂いた７名の講師の先生
より、様々な視点から助言やご意見を頂きました。専
攻科を修了してからもご助言頂いたことを参考に、今
後の経営改善に継続して取り組んでほしいと思います。
また、今回ニュージーランド研修の為発表しなかった
２名も、修了研究活動について取り組んできた成果を
報告書にまとめる予定です。

【専攻科】根室管内青年農業者会議へ参加
　１２月１０日（火）酪農
試験場にて根室管内４Ｈク
ラブ連絡協議会・北海道根
室振興局主催の第４５回根
室管内青年農業者会議が開
催され、学生８名が参加し
ました。この会議は、管内
農業の担い手として実践活動を行っている青年農業者
が、実践活動を通じて身につけた知識や技術の交換を
行い、相互の交流を深める会議です。
　アグリメッセージ部門では、１年目学生の升谷茂暉
さんが「挑戦・勉強・誇り～これが私の酪農人生」と
題し発表しました。現在は浜中町で両親・祖父母と共
に酪農をしています。高校時代に外部実習先で、親方
からの一言をきっかけに酪農に対する考え方が変わっ
た経験を意見として発表していました。参加学生は４
Ｈクラブ員の発表を聴衆することで、今後の研究活動
の参考にしたり、経営改善の一助となるヒントを見つ
けたりと、今後の糧となった会議となりました。

発表の様子

研究発表の様子

アグリメッセージ発表の様子

食品衛生責任者となった生徒達

9
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　ＪＡグループ北海道の連合会・中央会の活動内容
を紹介します。各団体の詳しい取り組み内容は、Ｗ
ＥＢサイトをご覧ください。

　ＪＡ北海道大会の将来ビジョンの実現に向け
て、ＪＡグループ北海道農業経営フォーラムを
札幌市内で11月に開催しました。今回のフォー
ラムでは、「農業経営に地域の魅力をいかす」を
テーマに、宮城県で主に水稲と養豚を営む有限
会社伊豆沼農産の伊藤
社長より農村自体を産
業化する取り組みにつ
いて、商品ジャーナリ
スト北村森氏より道内
農畜産物の魅力を伝え
る秘策について講演が
ありました。

　ＪＡグループ北海道は、日米貿易協定の発効を目前に控えた状況下で、総合的なTPP等関連政策大
綱などの見直し、経営所得安定対策の単価改定、加工原料乳補給金単価の設定など、農業の担い手が
意欲と希望を持って一層の農業経営の体質強化に向かえるよう、政府・与党等に対し働きかけを行っ
て参りました。
　結果として、農業関係補正予算、当初予算とも前年を上回る
額が措置されることに加え、農業生産基盤の強化や家族経営へ
の支援などが盛り込まれるなど、北海道の農家・組合員の営農
継続に一定の道筋をつけられました。
　今後も北海道の農家・組合員が国際競争や災害に負けない力
強い農業・農村の構築と所得向上の実現を図り、持続可能な北
海道農業の確立に向けて取り組んで参ります。

ＪＡグループ通信 ＪＡ北海道中央会

ＪＡ北海道信連

ホクレン

ＪＡ共済連北海道

ＪＡ北海道厚生連

　ＪＡ共済連北海道は、11月8日より「ＪＡ共
済　有村架純＆浜辺美波の限定LINEスタンプ」
のダウンロードを開始しています。ＪＡ共済限
定LINEスタンプの提供は、
ＪＡ共済へ興味・関心をもっ
ていただき、資料請求者をよ
り一層拡大していくことを目
的としております。有村架純
＆浜辺美波の限定LINEスタ
ンプのダウンロードについて
は、QRコードを読み込み、
アンケートに回答いた
だきますとダウンロー
ドする事ができます。

　ホクレンは、コーポレートメッセージ「つく
る人を幸せに、食べる人を笑顔に」を広く発信
し、北海道農業とホクレンの事業をわかりやす
く伝えるためにアニメーション動画を制作し、
12月19日からYouTube上で公開を開始しまし
た。動画の主題歌には槇原敬之さん、主人公役
の声優には「なつぞら」の番長役の板橋駿谷さ
んを起用し、WEB媒
体を活用して道内生産
者・JAおよび全国の消
費者・取引先
へ広く発信し
ていきます。

　令和元年11月30日（土）遠軽厚生病院にて遠
軽町・湧別町・佐呂間町の中学生を対象に医療
技術体験セミナーを開催しました。
　当日は、46名の参加がありました。薬剤師や
検査技師などの仕事を知り、進路選びの参考に
してもらう狙いで、
毎年実施しています。
　今後も継続して実
施していきたいと思
います。

※吉川前農林水産大臣に要請書を手渡すJAグループ北海道要請団
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

12
月
は
慌
た
だ
し
く
あ
っ
と
い

う
間
に
年
末
年
始
が
来
て
、
正
月

が
過
ぎ
て
い
っ
た
と
感
じ
た
方
も

多
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
月
号
よ
り
表
紙
の
デ

ザ
イ
ン
を
変
更
し
ま
し
た
が
気
付

い
て
頂
け
ま
し
た
か
。
今
後
は
少

し
ず
つ
新
し
い
内
容
を
追
加
し
て
、

今
よ
り
も
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も

ら
え
る
広
報
誌
を
作
っ
て
参
り
ま

す
の
で
、
今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

営
農
部　

大
橋

区　　分 11　　月

令和元年度10月分乳代精算より軽減税率導入にともない、総額主義が義務化されたため、総支払乳代は共販経費控除前の単価となっています。

※当月の乳代平均は、共販経費（5.49円）控除前です。

累　　計 脂肪率 無脂固形分率 補給金単価 ＦＡＴ単価 ＳＮＦ単価 乳質単価 乳代平均
312,353t

101.8％

65,353t

102.7%

28,935t

102.2%

7,418t

100.7%

5,269t

98.3%

12,113t

103.4%

4,134t

106.8%

2,612,086t

102.0%

545,061t

102.9%

241,914t

102.2%

62,023t

101.7%

44,781t

102.3%

101,098t

102.2%

34,013t

102.8%

4.06％

4.03%

4.09%

4.08%

4.10%

4.07%

4.08%

4.00%

4.09%

4.06%

4.11%

4.10%

4.08%

4.11%

8.84%

8.81%

8.80%

8.76%

8.80%

8.76%

8.79%

8.76%

8.84%

8.78%

8.79%

8.76%

8.78%

8.77%

7.86円

7.69円

7.86円

7.69円

7.86円

7.69円

7.86円

7.69円

7.86円

7.69円

7.86円

7.69円

7.86円

7.69円

40.38円

37.58円

40.71円

38.01円

40.78円

37.91円

40.66円

37.26円

40.73円

37.85円

40.94円

38.21円

40.62円

38.33円

55.98円

52.14円

55.68円

51.88円

55.69円

51.88円

55.62円

51.86円

55.94円

51.97円

55.67円

51.86円

55.60円

51.89円

3.75円

3.77円

3.78円

3.80円

3.79円

3.79円

3.76円

3.83円

3.88円

3.78円

3.77円

3.75円

3.80円

3.84円

107.97円

101.18円

108.03円

101.37円

108.13円

101.27円

107.90円

100.64円

108.41円

101.28円

108.24円

101.51円

107.88円

101.76円

11月 生乳生産・乳代単価情報

全　　道

前年(比)

根室管内

前年(比)

JA道東あさひ

前年(比)

西春別支所

前年(比) 

上春別支所

前年(比)

別海支所

前年(比)

根室支所

前年(比)

異 動 職 員
令和2年1月1日
上春別支所 購買課 課長 兼
同課 上春別給油所 所長 事務取扱
→上春別支所 営農課 課長代理 兼
　同支所 同課 経営相談係 係長 事務取扱
　　　　　佐藤　弘行
上春別支所 営農課 経営相談係 係長
→上春別支所 購買課 課長 兼
同課 上春別給油所 所長 事務取扱
　　　　　仲谷　寛之

第11回理事会報告　令和元年12月27日開催
議案第１号　　第２四半期末監事監査に係る処理顛末
　　　　　　　について　
議案第２号　　規程類の改正について　
議案第３号　　令和２年度役員報酬審議会への諮問に
　　　　　　　ついて　
議案第４号　　資産査定業務に係る評価基準額につい
　　　　　　　て　
議案第５号　　理事者に対する根抵当権の一部抹消に
　　　　　　　ついて　
議案第６号　　一般組合員に対する農業経営基盤強化
　　　　　　　資金（転貸）の借入と貸付について　
議案第７号　　理事者に対する農業経営基盤強化資金
　　　　　　　（信連委託貸）の事務取扱について　
議案第８号　　理事者に対する令和２営農年度組合員
　　　　　　　勘定取引供給限度額・貸越極度額及び
　　　　　　　家計費現金供給限度額の設定について
議案第９号　　特定組合員に対する令和２営農年度組
　　　　　　　合員勘定取引供給限度額・貸越極度額
　　　　　　　及び家計費現金供給限度額の設定につ
　　　　　　　いて　

報告事項１　　地区懇談会の意見集約について
報告事項２　　貸借対照表及び損益計算書（11月末）  
　　　　　　　について

報告事項３　　組合員の動向（11月末）について
報告事項４　　固定資産（土地）の売却について
報告事項５　　融資審査会の結果について
報告事項６　　第３回臨時総会の結果について
報告事項７　　定款第57条第６項に基づく貸出金に係
　　　　　　　る理事会承認案件の処理状況について
報告事項８　　特定組合員実績（11月末）について
報告事項９　　災害対策に係る各種事業及びＪＡ災害
　　　　　　　支援対策助成事業による切替配電盤・
　　　　　　　発電機の設置及び導入の進捗状況につ
　　　　　　　いて

報告事項10　　年末年始休業中の組合員緊急連絡体制
　　　　　　　について
報告事項11　　令和元年度草地植生改善事業機械利用
　　　　　　　状況について
報告事項12　　令和2年度新規就農者の認定について
報告事項13　　販売事業実績（11月末）について
報告事項14　　購買事業実績（11月末）について
報告事項15　　行事予定について
報告事項16　　ＪＡ道東あさひ合併設立10周年記念式
　　　　　　　典決算について

お
詫
び
と
訂
正

令
和
２
年
新
年
挨
拶
号
に
つ
い
て

組
合
長
の
挨
拶
文
の
中
に「
セ
ン
チ
ュ

リ
ー
ホ
テ
ル
フ
ァ
ー
ム
」（
最
後
か
ら

７
行
目
）
と
書
か
れ
て
お
り
ま
す
が

「
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
フ
ァ
ー
ム
」
の
誤
り

で
し
た
。
こ
こ
に
訂
正
し
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。
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